
かかりつけ医機能報告制度における
協議の場について

令和８年６月
土浦保健所
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土浦地域医療構想調整会議
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• 協議の場の開催に係る事務負担及び財政負担の軽減を図るため、既存の二次医療圏単位の会議体を活用し、圏域
内のすべての市町村の参画を求めることで、各地域の意見等を網羅。

• 新たな地域医療構想において、在宅医療や介護連携が追加されることを踏まえ、協議の場は「地域医療構想調整
会議」とする。

• 具体的な運用としては、調整会議の下に「在宅医療・介護連携ワーキンググループ」を設置する。
（現行の「茨城県在宅医療連携体制検討会議」の役割を当該WGが引き継ぎ、同会議を廃止することで、二次医療
圏単位の会議数に増減なし。）

＜協議の場のイメージ＞

地域医療構想調整会議（本会） 茨城県在宅医療連携体制検討会議

【新設】在宅医療・介護連携ワーキンググループ

メンバーの指定 協議事項の報告
役割を引継ぎ、廃止

在宅医療・介護連携の推進に
係る協議会（市町村主体）連携

・WGの協議結果・データを元に、
各市町村で取組を推進
・市町村の取組（好事例等）をWGで共有

本県における「協議の場」の設置
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参考）ワーキンググループの構成員について（検討中案）

計（延べ数）保健所ごとの数定数区分

26２～５各１管内郡市医師会

９１１保険者

９１１介護事業者

９１１住民代表

44３～９各１管内市町村

10１～２各１保健所

44３～９管内市町村１ずつ在宅医療を提供する
医療機関※１

15112～26※２計
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※１ 「在宅医療において積極的役割を担う医療機関」を想定
※２ 各保健所３名まで（区分問わず）適宜追加可とする方針

（追加する構成員は上記以外の区分も可（例：福祉関係団体等））



まとめ
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以下の事項を協議するため、各地域医療構想調整会議に「在宅医療・介護
連携ワーキンググループ」を設置し、毎年12月までに会議を開催して協議を
行う。

●協議事項（想定）
地域のかかりつけ医機能の確保及び在宅医療提供体制の充実に係る次の各号に掲げ

る事項について協議する。
（１）現状の把握
（２）課題の整理、原因の分析
（３）前号の課題に対する具体的方策と役割分担の検討
（４）その他必要な事項

「茨城県在宅医療連携体制検討会議」
の役割を引継ぎ、同会議を廃止

＜参考＞地域医療構想調整会議設置要綱（抜粋）

（ワーキンググループの設置）
第８条 調整会議に，専門の事項を調整審議させるため，会長が必要と認めるときは，ワーキンググループを
置くことができる。

２ ワーキンググループに属すべき委員は，会長が指名するものとする。


